
神奈川県社会的養育推進計画の改定について 

 

県社会的養育推進計画については、令和２年度～令和11年度までの10年間の

計画期間のうち、令和２年度～令和６年度までを前期、令和７年度～令和11年度

までを後期とし、前期末に進捗状況を検証のうえ、後期計画を見直すこととして

います。 

また、計画改定に当たっては、令和４年度の児童福祉法改正（令和６年度施行）

に係る事項を反映します。 

 

１ 体制 

・現行計画策定時同様、児童福祉審議会の施設里親部会・権利擁護部会の合同

部会により、計画改定に向けた検討を行います。 

・課題が多岐に渡り、すべての課題を上記合同部会で検討することは難しいた

め、合同部会の下に分野別のワーキンググループ（ＷＧ）を設置し、より具

体的な検討を行う場とします。 

・設置するＷＧは権利擁護、施設里親、自立支援の３分野とします。 

 

２ 想定スケジュール 

令和５年度 

秋～年内  国策定要領発出 

12～１月頃 ＷＧ   第１回 現状の把握と課題の抽出 

１～２月頃 合同部会 第１回 現状と課題を踏まえた方向性の検討 

２月頃   ＷＧ   第２回 方向性に基づく具体時な取組案の検討 

３月頃   合同部会 第２回 具体的な取組案についての議論 

 

令和６年度 

５～６月頃 ＷＧ   第３回 評価指標、整備目標、需要・供給量の検討 

７月頃   合同部会 第３回 骨子案について 

※７月末委員改選 

10月頃   合同部会 第４回 素案について 

１～２月頃 合同部会 第５回 改定案について 

 

資料９ 



県社会的養育推進計画検討に係る児童福祉審議会合同部会委員名簿（50 音順、敬称略） 

 

委員名 職名 
施設里親 

部会 

権利擁護 

部会 

新井 聡子 神奈川県弁護士会弁護士  〇 

荒木田 美香子 川崎市立看護大学副学長  ◎ 

小川 久仁子 神奈川県議会議員  〇 

後藤 彰子 小児科医師  〇 

小村 陽子 神奈川県弁護士会弁護士  〇 

佐藤 まゆみ 淑徳大学短期大学部教授 〇  

庄 紀子 

地方独立行政法人神奈川県立病院機構 

神奈川県立こども医療センター児童思春期精神科

部長 

 〇 

鶴飼 一晴 
社会福祉法人 神奈川県社会福祉協議会施設部会 

児童福祉施設協議会顧問 
○  

寺下 かつ子 神奈川県民生委員児童委員協議会理事  〇 

古屋 真佐子 藤沢市母子寡婦福祉会会長 〇  

増沢 高 子どもの虹情報研修センター副センター長 〇 〇 

宮川 萬寿美 小田原短期大学特任教授 ○  

望月 聖子 神奈川県議会議員 〇  

山本 恒雄 
社会福祉法人 恩賜財団母子愛育会愛育研究所客

員研究員 
 ○ 

横堀 昌子 青山学院大学教授 ◎  

 

 

 


